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平成 29年 6月 9日 

VLSI2017参加報告書 

 

群馬大学大学院 理工学府 

理工学専攻 電子情報・数理領域 

小林研究室 非常勤研究員 

築地 伸和 

 

1. 参加学会名称 

2017 Symposia on VLSI Technology and Circuits (VLSI 2017) 

2. 開催場所 

RIHGA Royal Hotel Kyoto, Kyoto, Japan 

3. 開催期間 

2017/6/5(Mon)－6/9(Fri)  [参加期間は 2016/6/5(Man)－6/8(Thu)] 

4. 報告・感想

この度、Symposia on VLSI Technology and 

Circuits (VLSI2017)に参加し、開催都市である京

都市に計 4日間滞在した。本学会は半導体集積回

路の“デバイス技術(Technology)”と“回路技術

(Circuit)”に関するシンポジウムであり、半導体

の研究開発成果を披露する三大国際学会の 1つで

ある。三大国際学会とは、デバイス技術に関する

国際学会 IEDM(国際電子デバイス学会)と回路技

術に関する国際学会「ISSCC(国際固体回路学会)」

と、「VLSIシンポジウム」を指す。 

2017年度は、6月 5日～9日にかけて京都市

で開催された。近年、開催地は西暦の奇数年が日

本の京都、偶数年が米国のホノルル(ハワイ州)と

いうのが恒例となっており、今年は奇数年なので

日本の京都で開催である。会場は前回の京都開催

(2015年 6月)と同じ、「リーガロイヤルホテル京

都」である。余談ではあるが、同会場の前には

APA ホテルがあり、そちらに宿泊して会場に向

かう人が少なくないようであった。 

本学会のスポンサーは日本の応用物理学会、

IEEE の SSCS および EDS である。なお、国内

外の 12 社の企業による後援、電子情報通信学会

が協賛となっている。 

 

学会会場の位置 

 

学会会場のホテル 

(RIHGA Royal Hotel Kyoto)  
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本学会の Technology Symposium は 1981 年、

Circuit Symposiumは 1986年に初めて開催され

た。特に、Circuit Symposium は 30 周年記念と

いうことで、第 1 回の Program Chairman であ

った永田穣氏を迎えての記念式典が実施された。

なお、これまで両シンポジウムは日程が 1日ずら

して開催されていたが、今年は両者が同日開催と

なった。 

本学会では以下のセッションが設けられた。 

1. Short course & Demo Session 

2. Plenary Session 

3. Oral Presentation 

4. Panel Discussion 

5. Forum 

筆者は 2~4のセッションに参加した。印象的だ

ったのは、Analog Techniques セッションにおけ

る SC フィルタの報告であった。非常にシンプル

かつ効果的なモデルを提示し、測定結果もシミュ

レーションと完全に一致しており見事であった。

技術的には古くて長年研究されてきた分野におい

ても、まだまだ可能性があることを感じさせてく

れた良い研究であった。パネルディスカッション

では、「2037 年における最も重要な回路とは？」

というセッションに参加した。「いまから 20 年先

には AIや計算技術が進展しており、回路設計とい

う仕事がなくなっているかもしれない」とパネリ

ストの誰か冗談半分で言っていたことが印象に残

っている。アナログ回路は習得が難しく、世の中

にはアナログ技術者が不足しているとよく言われ

ているが、数十年先にはどうなっているかと考え

てしまった。 

私は今回初めて VLSI2017に参加した。各セッ

ションの講演発表はどれも非常にレベルが高く、

今後の研究に役立ちそうなヒントも得ることがで

き勉強になった。最後に、このような機会を与え

ていただいた小林先生、旅のサポートしていただ

いた石川技官に感謝の意をここに表す。(p.3~9に

会議関連資料を掲載したのでご参照ください。) 

 

Plenary session 会場 

 

 

論文採択者発表の会場 

 

 

30周年記念での永田穣氏のスピーチ 
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VLSI 2017 Program 

 

 

学会 HP  http://vlsisymposium.org/index.html 
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以下の情報はすべて http://pc.watch.impress.co.jp/より引用 (報告文の一部情報も引用) 

p.4~6は VLSI Technology Symposiumについて 
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p.7~9は VLSI Circuit Symposiumについて 
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